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韓国の子どもの遊びと遊びうた(2)
長 崎 幹 彦
Children's Games and Singing Games in Korea (2)
Mikihiko Nagasaki
1.はじめに
1997年に同題で発表以後､韓国について多々ご指導いただいた矢ケ崎誠治教授が逝去
され､研究のための大きな柱をひとつ失ってしまった｡しかし､2000年には､漠陽女子
大学から､1ケ月という期間で留学生が来るという新たな試みも始まり､本研究でも多
くの実りを得ることができた｡また､引き続き研修旅行に付き添われて来学される漠陽
女子大学の金溶安教授にもご示唆､ご指導をいただくことができた｡
ここでは､第2回目として､新たに訳出したものを加え､さらに文化比較を深めたい｡
2.研究内容
(1)子守唄
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チャジャンチャジャン ウリエギ
チャジャンチャジャン ウリエギ
コツコ タルガ ウシマラ
ウリエギ チャモルガルラ
モンモンケディァ チッチマラ
ウリエギ チャモルガルラ
クムチャドア ウンチャドア
ウリエギ チャルドチャンダ
クムル チュミェン ノルルサ ミヨ
オノル チュンドル ノルルサリヤ
ナライェヌンチュンシンドンア
ブモイェヌン ヒオジヤドンア
コムドゥンカイア チッチマラ
ウリエギ チャモロガラ
アプチブゲイヨチッチマルゴ
ドウイシブガ ドチッチマルゴ
チャジャンチャジャン ウリエギ
チャジャンチャジャンチャル ドチャンダ
ねんねん ねんねん わが子
ねんねん ねんねん わが子
コツコ にわとり鳴かないで
わが子 目をきます
ワンワン大嶋かないで
わが子 目をさます
金の童 銀の童
わが子 すやすや寝むってる
金でも買えない
銀でも買えない
国には忠行
親には孝行
黒い大 嶋かないで
わが子 目をきます
前の家の大 嶋かないで
裏の家の犬も鳴かないで
ねんねん わが子
ねんねん すやすや寝むってる
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キムソウンの ｢朝鮮童謡選｣やキムスギョンの ｢韓国伝来あそび唄｣によれば､朝鮮
半島各地に子守唄が多数存在する｡この子守唄は､おそらく､それらのいくつかを併せ
て再編したものであろう｡
日本でも子守唄は全国に多数存在するが､少しずつ似ていながら､その地域の文化を
背負ったことばや節まわしで唄われ異なっている｡現在､教育の場やレコードなどを通
じて全国的に唄われているものは､これと同じように再編されたもので､地域性や土の
匂いを感じない､単なる子守唄である｡方言の存在感がしだいに薄れ標準語化が進んだ
現代では､それもやむをえないことなのかもしれないが､味わいに乏しいのは寂しい気
もする｡
(2)月
且音恒三フほ (歩く速さで)
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タラ タラパルグンタラ
イッテベギ ヌルドゥンタラ
チオギサ オギ チオダルソゲ
キェスナムパギョソニ
クムドッギロチゴネゴ
??? ? ???? ? ? ? ?? ? ? ? ?? ? ? ? ??? ?? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
お月さんお月さん 明るいお月さん
李太白が 遊んだお月さん
あのあの お月さんの中に
桂樹が あるのだ
金の斧で その樹を切って
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ウンドッギロ タドゥモソ
チョガサムガンチブルチッゴ
ヤンチンプモ モショタガ
チオンニヨンマンニオンサルゴチゴ
チオンニヨンマンニオンサルゴチゴ
きれいにけずって ととのえて
藁屋根の家を建てて
両親をつれてきて
千年万年住みたい
千年万年住みたい
日本では､月の表面の陰影から､月で兎が餅をついているといわれていた｡韓国では
桂樹がはえているといわれている｡日本の ｢うさぎうさぎ｣､｢つき｣に比べ､儒教の国
といわれる韓国の社会的背景があらわれた感じで､小学校高学年くらいの唄のようにお
もわれる｡
"うさぎうさぎ" うさぎうさぎなにみてはねる
十五夜お月さんみてはねる
"つき" でたでたつきが まるいまるい まんまるい ぼんのようなつきが
かくれたつきが くろいくろい まっくろい すみのような くもに
またでたつきが まるいまるい まんまるい ぼんのようなつきが
(3)ウオルウオリ チョンチョン (オイダギ)
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チオダルパンナ ナドバッダ
チオヒェバンナ ナドバッダ
チオビォルパンナ ナドバッグ
チオハヌバンナ ナドバッグ
トラガン ダ トラガンダ
キッゴリドンドンヌンチボァラ
あの月みたか わたしもみた
あの日みたか わたしもみた
あの星みたか わたしもみた
あの空みたか わたしもみた
まわっていくまわっていく
うぐいす ドンドンつかまるな
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図に示すとおり､日本の ｢ことろことろ｣に似ている｡｢ことろことろ｣は平安朝時代
から伝えられる､もっとも古いあそびの一つであることがわかっているが､｢ウオルウオ
リチョンチョン｣については､日本との関係を含め資料が無くよくわからない｡
ウオルウオリチョンチョンは掛け声のようだが､直訳すると ｢月がきれいだ｣､オイ
ダギは ｢瓜抜きあそび｣という意味のようだ｡
キッゴリは､朝鮮うぐいすのことである｡
(4)鶴や鶴や
刀卜大loF刀トiJoF
カチャカチャ
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ノヌンホンニ カチゴ
ナヌンセイ タオ
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鶴や鶴や
おまえに古いのをやる
わたしに新しいのをくれ
この唄は､歯がはえ変わったとき､抜けた歯を屋根の上に放りあげながら歌う唄であ
る｡筆者も幼少時､親にいわれて､抜けた歯を屋根の上に放りあげた経験がある｡
｢カナ｣は､｢鶴 (かさきざ)｣のことである｡韓国での鶴は､ヨーロッパの ｢こうのと
り｣のように､幸せをもたらすめでたい鳥といわれ､生活のさまざまな場面に登場する｡つ
ぎにある ｢歳事唄｣を扱った絵本の7月 ｢七夕｣では､織姫と彦星を結ぶ道はたくさん
の鶴が集まってつくられているように措かれている｡また､大晦日はハングルをみても
わかるとおり､別名を ｢鶴の日｣ともいう｡子どもの晴れ着のことも鶴にちなんだ名が
つけられている｡
(5)歳事唄
? ? ?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
? ? ?
?
? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?
?
??
?
??? ?
?
?
? ? ????? ?? ? ????
?? ? 〔????‖ ?? ?
?? ? ?ー?? ??? ??? ??
? ?
?
? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
? ? ?
?
?
?
?
? ? ?
? ? 〜
? ? ? ? ?
? ? ?
??
? ? ?
?? ?
?????? ??? ? ????? ? ‥
?? ? ? ??? ? ???????
チョンウオレヌンテボルムナル 一月には大十五日 (上元)
オコグパブェユンノリラ 五穀飯に樗蒲あそびだ
イウオリラチョハルナル 二月だ朔日 (ついたち)
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サニェガソ チャンテざッケゴ
チェビオヌン サムウオルサムチル
サウオリラ チ ョッパイルナル
オウオルタノ イユウオルユ ドゥ
チリュルチルソグ キョヌチグニ ヨ
パルウオルタルン テボルムナル
クウオルチュング ヤクスグテッゴ
シウオルサンダル チ ョサンジェサ
トンジンナリェ トンジパ ッチュグ
ソツダルクム カチソルナル
山に登って釣鐘人参掘り
燕が来る三月桃の節句
四月だ初八日節
五月端午 六月流頭
七月七夕 牽牛織女
八月 月の大十五日
九月中頃 よもぎ摘み
十月上月先祖祭り
十一月霜月冬至あずき粥
十二月師走 大晦日
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かりうち
*樗 蒲 :四個の楕円 ･扇平の木製物を放り投げてあらわれる面の組み合わせに
よって勝負を決める遊び｡韓国では､現在もおとなにも子どもにもよく
遊ばれている｡日本では､かつて ｢ちょぼ｣という賭賭博としてあった｡
*大十五日:陰暦の十五日のこと｡日本でも､一月十五日を ｢小正月｣､八月十五日
を ｢中秋の名月｣といい､各地にその名残の行事がみうけられる｡
*五 穀 飯 :米､麦､粟､黍 (きび)､豆など5種類の穀物を混ぜて炊いた飯｡
*釣鐘人参 :自生している朝鮮人参のこと｡
*流 頭 :陰暦六月十五日｡この日東に流れる川の水で髪を洗うと､一年､災いか
ら救われるといわれる｡現代の韓国でも忘れられかけていることばのよ
うだが､中国ではこの行事の残っている地域がまだあると聞く｡
*牽牛織女 :彦星､織姫のこと｡
*薬 蓬 :蓬 (よもぎ)は漢方薬の原料として使われているので､韓国ではこうよ
ばれている｡
*祖上祭祀 :墓祭 (墓前祭)ともいい､先祖を祭る儀式がおこなわれる｡日本の ｢孟
蘭盆 (うらぽん)｣とほとんど同じと考えられる｡
*小 豆 粥 :｢おしるこ｣のこと｡中に入れるのは餅ではなく米の粉を練ったもの｡
日本でも､長野県内も含め全国各地に､冬至には小豆粥を食す習慣が
残っている｡
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唄われているのは陰歴である｡陰暦は､発祥の中国から朝鮮半島や日本に伝えられた｡
月の満ち欠けに基づいて一年間を12の ｢月｣に分け､各月の第-日を｢ついたち (朔日)｣､
三十日を ｢みそか (晦日)｣という｡月は十五日に満月となる｡｢ついたちEは ｢月立ち｣
から転じたといわれ､新月として満月に向けて月が現れていくことをいいあらわしてい
る｡また､晦日は ｢月ごもり｣から転じた ｢つごもり (月陰)｣ともいわれ､月が完全に
欠けてみえなくなることを指している｡その年の最後の晦日､すなわち､十二月三十日
は ｢おおみそか (大晦日)｣(おおっごもり)とよばれるのは周知のとおりである｡
各月の十五日の中でも一月十五日を ｢上元｣､七月十五日を ｢中元｣､十月十五日を
｢下元｣といい､合わせて三元という｡このうち､現在の日本にその名残をとどめてい
るのが ｢上元｣と ｢中元｣である｡正月に準じた行事をおこなう地方が現在でもみられ
る一月十五日の小正月､｢中元｣は ｢お中元｣として残されている｡また､この他の十五
日では､韓国では六月十五日の流頭と､八月十五日の秋夕または嘉俳日が知られている｡
日本でも八月十五日は ｢中秋の名月｣として月見をする風習があることはよく知られて
いるし､戦前の童謡にも ｢十五夜お月さん｣のことばが出てくる｡
節句も大切な節目で､人目 (じんじつ [一月七日])､上巳 (じょうし [三月三日])､
端午 (たんご [五月五日])､七夕 (しちせき [七月七日])､重陽 (ちょうよう [九月九
日])の五節句がある｡この中で現在も明確に残っているのが､桃の節句 [雛祭り]､端
午の節句 [子どもの日]､七夕祭りなどである｡重陽も､菊の花を混ぜた構米 (もちご
め)の餅を食した ｢菊花煎｣という行事が､現在もその名残をとどめているようだ｡日
本でも､平安から江戸時代まで貴族や武家の世界では､菊の花にまつわる行事がさまざ
まな形でおこなわれていたが､現代の菊花展もその流れをくんで､菊を愛でる心が伝え
られたものであろう｡また､人目は､韓国では蜂蜜やなつめなどを炊きこんだ栄養のあ
る ｢薬飯｣を食する風習､日本でも七草粥の日として残っている｡
四月八日は釈迦の生誕日で､日本でも昭和20年代頃までは､各地で ｢花祭り｣が盛に
おこなわれていた｡
現在の韓国も､日本と同じ太陽暦である｡漠陽女子大学の金容安教授が来学の折､こ
の ｢歳事唄｣についていくつかの質問をしてみた｡この中で六月十五日の流頭は､ある
ことは思い出したが､内容まではよく知らない様子であった｡日本でも韓国でも､陰暦
はしだいに過去のものとなりつつあることを実感した｡
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DoH晋
メンコン
(6)メンコン
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フいj♀ L･盲 ｡ou 音 子 召 可 ｡oV 苦 手71♀ Lt ｡oH 昔 フト曽 T:t ｡ou 音
カビョウニヤ メンコンムコブダメンコン かるいか メンコンおもいぞ メンコン
ムゴウニヤメンコンカビョブダメンコン おもいか メンコンかるいぞ メンコン
チュウニヤメンコン トブダメンコン さむいか メンコンあついぞ メンコン
トウニヤメンコンチュブダメンコン あついか メンコンさむいぞ メンコン
｢メンコン｣は朝鮮半島に生息する蛙の一種の鳴き声で､種類はよく分からなかった｡
富岡聖子先生によれば､｢本当にメンコンと聞こえて､子どもの頃おもしろがって鳴き声
の真似をした｣という｡ここでは､そんな唄を反対語あそびに再編している｡説明には､
子どもの語嚢の発達を助ける目的でつくられたとある｡
(7)雁のうた
｣_72
フJElフl土己H
キロギノレ
oT 智 小 宅]L 社 中 弓,L~ol % ロ フト モ ス｣ フl 己｣フ1
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1^ もト 甘 口 LIT 恕 01且 L1 ろト ㌢ ヱ Cト^,jろト ol 且
il 己1 干 己1 干 己1 子 己† フト剖 中 朝 旦
アチムバラムチャンバラメ
ウルゴガヌンチオキロギ
ウリソンセンケシンゴセ
ヨプサハンデヤンサチュセイヨ
ハンヂヤンマルゴ トウヂヤンイヨ
トウヂヤンマルゴセヂヤンイヨ
セヂヤンマルゴ ネヂヤンイヨ
ネヂヤンマルゴ タサチャンイヨ
クリグリクリグリ
カウイバウイボ
朝風 冷たい風
鳴きながら 渡っていくかり
わたしたちの先生 いらっしゃる
ハガキを一枚書いてください
一枚でなくて二枚だよ
二枚でなくて三枚だよ
三枚でなくて四枚だよ
四枚でなくて五枚だよ
クリグリクリグリ
ジャンケンボン
じゃんけん遊びの一種である｡他の楽譜では､唄の始まりに ｢セッセッセ｣がつけら
れているものもある｡韓国のあそぴや童謡は､日本から持ち込まれたものからの影響を
色濃く残しているものが多いという｡｢セッセッセ｣も日本から渡ったものである｡余談
であるが､第二次世界大戦の頃､アジア各国に日本人が進出した｡これにともなって日
本の文化も海を渡った｡南太平洋の島に子どものあそびの一部が残っている映像を見た
ことがある｡やはり ｢セッセッセ｣を歌い出しにしている｡
また､｢-でなくて-だよ｣などは､日本の絵かき唄にもよく見うけられる｡
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(8)きじきじ張さん
J. 72_84
Bol習 7toL^ltjoL
クオンクオンチャンソバン
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クオンクオン チャンソバン きじきじ張さん
クオンクオン チャンソバ ン きじきじ張さん
オデイオデイサナ チ ョサンノモサルチ どこどこでくらす あの山の向こうで
くらす
ムオルモッゴサナ コツガモ ッゴサルチ なに食ってくらす 豆食ってくらす
ヌグハゴサナ セッキハゴサルチ だれとくらす 子とりとくらす
今回､日本語で歌えるよう歌詞を整えることを試みてみた｡
きじきじおじさん
i.二721H,_1
き し き し お じ さん き し き じ お じ さん
と こ とこ で く
な に くっ て く
???? ?? ? ??????ー??????
?
?????????
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(9)李おじさん
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ol坤joト
イソバン
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イソバン イル ハロ カセ
キムソバン キム メロ カセ
チ ョソパン チョベロ カセ
シンソバン シニナ サムセ
ペソバンペ パルロ カセ
コソバン コチュ ダロ カセ
オソバン オイ ダロ カセ
パンソパンパンソグパルロ カセ
ウソバン ウムリナ パチュゲ
?
?
?
?? ?
??? ? ? ? ?
? ? ?
?
?
??
??
?
??
? ? ?
?
? ㌧?
? ? ? ?
? ? ? ?
? ?
? ? ?
?? ?
? ?
? ? ?ー??
?
? ?
? ?
?
?
?
? ?
?
?
李おじさん仕事にでかけようる
金おじさん草刈りにいこう
趨おじさん粟を刈りにいこう
申おじさん藁靴を編む
襲おじさん梨を売りにいこう
高おじさん唐辛子を摘みにいこう
呉おじさん胡瓜を摘みにいこう
朴おじさん座布団を売りにいこう
丙おじさん井戸を掘ってくれ
韓国は､日本と同じく同族社会といわれる｡姓の数は日本のように多様ではない｡ こ
の唄はそれらの姓を韓国特有の仕事と結びつけて楽しく覚えられそうだ｡
出処に楽譜はつけられていないが､録音を聴くと､以下のようなメリスマの繰り返し
で歌われていることがわかる｡
長崎 :韓国の子どもの遊びと遊びうた(2) 211
どの民族の音楽も､使われている言語から自然に発生してくる音階やリズムが基礎と
なって成り立っている｡もっとも根元にあるのが､赤ちゃんへのあやしことばや子守唄､
子どもたちのあそびの中の唄であり､やがて発達して民謡となっていくのでろう｡
3.おわりに
ハングルはこれまでまったく未体験であった｡3年前の訪韓ではじめて見た童謡絵本
に親しみを覚え､ハングルの辞書 1冊をたよりに無謀な訳出を試みたのが始まりである｡
構文が日本語にきわめて近いことも幸いして､1ケ月以上をかけてなんとか10編余を発
表することができた｡戦時中の4年間を韓国で暮らしたという思いも手伝っているのだ
が､なにより､日本のあそびやあそびうたとの文化的共通項を強く感じたことが大きな
動機となっている｡
金素雲の ｢朝鮮童謡選｣は､1920年代に､東京在住の朝鮮人から採集した口伝民謡の
うち､わらべうたを日本語に訳したものである｡今回取り扱ったわらべうたの原型とな
る､半島各地の古いバリアントが数多くみられる｡同じ唄でも地方によって少しずつ違っ
ていることがよくわかる｡
｢韓国伝来童謡絵本教師と父母のための手引き書｣の中のそれぞれが､これらの原型
を基に伝承を現代に蘇らせ､今後もさらに伝えていこうという目的で編集されている｡
唄の楽譜と民族楽器の伴奏を伴った子どもの歌によるテープがセットになっていて､伴
奏に使われている民族楽器の説明もしている｡これに加えて唄別に絵本をつくり､楽し
みながら覚えられるような配慮をして､｢あそび｣そのものの復活を目指しているように
もみえる｡アイデンティティ教育に対する意気込みが強く伝わってくる｡
これは､そうしなければ韓国文化を守れないという危機感の表れであろう｡事実､漢
陽女子大学の学生たちの話でも､子どもたちの生活は､塾通いとゲームで友だちとあそ
ぶ姿を見かけることがほとんどない､という日本と同様の状況にある｡また､大人社会
も現代のテクノロジの奔流に押し流され､誇っていたはずの儒教の精神性は過去のもの
となりつつある｡文化的背景の差異はともかくとして､日本も韓国もこの点ではまった
く同じ状況である｡
日本の音楽教育でも､昭和4､50年代に新しい童謡や歌唱教材が創作されている中､
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わらべうたが注目され､教材としてもさかんに取り上げられたことがあった｡わらべう
たの位置づけを確かなものとするために､｢あそび｣を取り入れようとする試みもおこな
われてはいる｡しかし､あそびはその手段であって､最終目的をあくまで音楽教育にお
いている｡｢あそぴ｣と ｢わらべうた｣が主客転倒している結果､｢わらべうた｣は学校
に閉じこめられたままであり､｢音楽は学校を出ず｣のままである｡
このことによって､日本の伝統音楽 ･文化に対する子どもたちの認識に､何か変化が
起きたであろうか｡幼児教育科へ入ってくる学生をみるかぎり､その気配は感じられず､
また､あそぴやわらべうたが子どもの中に蘇ってきたきざしもない｡
では､あそびの生活化を阻害するもっとも大きな原因は何か｡つぎの点に集約されよ
う ｡
(丑外で友だちとあそぶことがほとんどなくなって､子ども同士での伝承が難しい｡
(参あそびの質が時代とともに変わってしまって､あそぴや行事が意味を失ってしまった
結果わらべうたもその意味をほとんど失ってしまった｡
全国的規模で収集された ｢わらべうた｣についての文献は､あそびの種類別に楽譜と
ことばを載せてはいる｡しかし､具体的なあそび方にまで言及しているものはほとんど
ない｡この ｢韓国伝来童謡絵本 教師と父母のための手引き書｣のように､集約的に編集
された実用書も､簡単に手にはいるという状況にもない｡日本文化のもっとも底辺とも
いえる子どもの文化が､社会的認知を得ているとはいえない現状では､その先にある大
人社会での日本文化に対する認識も ｢富士山､芸者｣の時代からあまり変化していない
のではないか､とおもわざるをえない｡我々は､異文化と向きあったとき､日本文化の
何をどれだけどう説明できるだろうか｡
｢五木の子守唄｣は熊本県球磨郡の五木村に伝わる唄であるが､昭和28,9年に東京の赤
坂の芸者､照菊が歌うレコードが発売されると､たちまち全国に広まり､やがては合唱
曲として､また､学校教育の教材として全国で歌われるようになった｡歌詞の意味もよ
くわからないまま､筆者もかつてこれを学び歌った｡後に､教材研究のために､NHK収
録の堂坂よし子の唄うこの唄を新ためて聴いてみた｡方言のイントネーションやリズム
感をともなって枯れた声で唄われる原曲は､それまで馴じんできた芸者の長唄風の節ま
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わしや標準語とピアノ伴奏で歌ったそれとは大きくかけ離れた存在であるように感じら
れ､新鮮な驚きと感動をおぼえたのを忘れることができない｡
このような例は､子どもの世界だけでなく､民謡にも同じことがいえる｡歌謡ショー
などでみる民謡歌手の唄と､その地で唄われているものを比較すると､どれも似て非な
るものであることがわかる｡例えば､｢ソーラン節｣をみてみると､美国錬場音頭保存会
の唄う ｢錬場音頭｣は､まず､威勢よく舟をこぎ出すときの ｢櫓漕ぎ音頭｣から始まり､
網を引き上げるときの ｢網起し音頭-松前木遣り｣､豊漁で網が重くなかなか上がらない
ときに､威勢よくかけるかけ声としての ｢切り声音頭｣､網の中の妹を陸へ運ぶ汲舟に汲
み上げるときの ｢沖揚げ音頭-ソーラン節｣､疲れて帰港するときの ｢櫓漕ぎ音頭｣､浜
で網にひっかかった数の子をたたき落とす ｢子たたき音頭｣などがセットになっていて､
大勢の男(漁師)たちによって唄われている｡衣装や照明などで華やいだステージで､声
のよさ､うたい回しのうまさを聴かせるのとは異なり､生活の匂いがそのまま伝わって
くるのである｡
時代の流れとともに､人の生活様式が大きく様変わりしていく中で､本物とは何なの
か､何をどのような形で残し伝えるべきなのか､つくづく考えさせられてしまう｡自分
も､一緒にあそんだ友だちも､｢わらべうた｣を音楽の勉強として唄ったわけではない｡
あそびや生活とともに日常的に身のまわりにあっただけであり､何も考えずに唄いあそ
んだにすぎない｡家庭であれ教育の場であれ､せめて幼児期くらいは､このような環境
を十分に与えてやることが必要なのではないだろうか､と幼児教育者養成に携わる者と
して強くおもう｡
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